
　新幹線や地下鉄、モノレールなど鉄道史に残る
製品を生み出してきました。近年では海外にも
進出、台湾では新幹線の製造を受注し、2005年
1月に現地での試運転がスタートしました。今後
はリニアモーターカーなどの高速車両の研究開
発を進める一方、低騒音・低振動など環境に配
慮した車両の開発にも注力していきます。�
　建設機械分野では、土木作業や除雪などに利
用されるホイールローダを中心に、国土開発に
貢献する建設機械を製造し、国内はもとより世界
各国に送り出しています。�
�

　米国ボーイング社や、ブラジル・エンブラエル
社との旅客機の共同開発・分担製造をはじめ、防
衛庁向け練習機、哨戒機、輸送機など、幅広い事
業を展開。さらに、ヘリコプタでは防衛庁向けの
世界最大級輸送ヘリコプタのほか、民間向け
BK117を国際共同開発するなど、国内メーカー
で最も多くの機種を製造しています。�
　宇宙開発では、純国産ロケットH-ⅡAの射点設
備の建設とロケット衛星フェアリング部の開発製
造を担当。日本版スペースシャトル開発、国際宇
宙ステーションの実験モジュールなどの分野で
貢献しています。�

　数々の航空機・ヘリコプタ用のジェットエンジン
の国際共同開発・分担製造のほか、超音速輸送機
開発や宇宙開発のナショナルプロジェクトにも
参加、積極的な事業展開を図っています。�
　ガスタービン駆動の非常用発電設備もいち
早く自社で開発し、発売。中小型非常用発電設備
の分野では国内トップシェアです。�
　船舶の動力源（原動機）から広がった機械事
業は、陸上分野でも発電用蒸気タービン、圧縮機
など、発電分野を中心に確固たる地位を築いて
います。�
�

　当社は、我が国の造船業の成長とともに歩み、

日本最初の潜水艦やLNG船など「国産初」と称

される船舶を数多く生み出すなど、パイオニアと

して業界をリードしてきており、その技術力は今

なお世界最高レベルを維持しています。�

　現在、国内2カ所、海外1カ所の造船所を拠点に、

LNG運搬船、LPG運搬船、コンテナ船、石油タン

カー、海洋調査船、巡視船などあらゆる船を建造

し、世界中の人々の暮らしに貢献しています。�

�

　個性と性能で世界中のライダーの支持を獲得
するモーターサイクルや、パーソナルウォーター
クラフト「Jet Ski　｣などの一般消費者向けの製品
分野で、Kawasakiブランドは世界中に知られて
います。�
　ロボット部門は、1970年に日本で初めて産業
用ロボットを開発以来、高い技術と信頼性によって
業界をリードしてきました。Simple&Friendlyを
事業コンセプトに、コンパクトで高速・高性能な
最新ロボットの製造と、ロボットをキーハードとし
た生産システム全体のエンジニアリングも行っ
ています。�
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会社概要� 編集方針�

カンパニー・関係会社�

連結�
�

・「中長期環境ビジョン=2010年のあるべき姿」と、そのビジョンに基づいて策

定した「第4次（2003～5年度）環境経営活動基本計画」の進捗状況をお知

らせするために、2004年度の活動計画と実績、その自己評価を記載しました。�

・陸海空にかかわる総合重工業である当社の製品が、環境面でどのように社会に貢

献しているかを製品性能の向上（省エネルギー、大気環境改善、有害物質使用

削減、リサイクルなど）及び環境保全技術開発の両面で具体的に紹介しています。�

・環境負荷データの開示については、カンパニー・主要関係会社別のデータに加え

て、生産拠点（工場）別のデータを掲載しています。�

・社会との共生では、環境保全や社会貢献に加えて、雇用と労働安全衛生などにつ

いての取り組みを紹介しています。�

�

�

�

本報告書を通じて、持続可能な循環型社会の実現に向けた当社の環境経営

への取り組みと具体的な環境活動についてご理解をいただけましたら幸いです。

なお、本報告書の作成にあたっては、環境省「環境報告書ガイドライン（2003

年度版）」を参考にしています。�

�

国内事業所（本社・事務所・研究所・支社・工場）

を対象としています。�

関係会社は（株）川崎造船、（株）カワサキプレシ

ジョンマシナリ（KPM）を対象としています。�

海外事業所は含みません。�

�

記載内容は原則として2004年4月1日から

2005年3月31日までです。�

�

今後も年度報告書として毎年１回発行する予定

です。�
�

　�

□セグメント（部門）別売上高（2004年度）�

車両�
1,717億円�

船舶�
870億円�

航空宇宙�
1,882億円�

汎用機�
3,384億円�

�

その他�
1,236億円�

合計�
12,415�
億円�

５,０００� １０,０００�０�

2003 ８,７０６�
１１,５６９�

2004 ９,１２８�
１１,９４４�

2000 １０,１０３�
１２,４７４�

2001 １０,１７２�
１２,５５０�

2002 ８,５２６�
１１,４９１�

年度�

[億円] ５,０００� １０,０００�０� ０�

2003 ７,８２５�

2004 ８,７６２�４,２８３�

2000 ８,５０８�４,８５８�

2001 ９,１４６�

年度�

[億円]

単独　　　国内　　　　輸出�

３,６５０�

４,４７９�

３,４３７�４,３８８�

５,０８３� ４,０６３�

2002 ８,９４７�４,９２４� ４,０２３�

単独� 連結� 売上高�総資産額�

１１,６０２�

１２,４１５�

１０,６０４�

１１,４４５�

１２,３９５�

１０,０００� ２０,０００� ３０,０００�

2003 １０,９３７�
２９,３０６�

2004 １０,５７９�
２８,６８２�

2000 １４,６１９�
２９,１６２�

2001 １４,０６７�
２８,９３６�

2002 １１,５６８�
２８,６４２�

年度�

[人]

単独� 連結�従業員数（期末）�

地球環境問題の解決に真剣に取り組む川崎
重工の環境負荷低減への英知が注ぎ込まれ
た製品群と地球に優しい製造工程を象徴
するマークです。�

[環境シンボルマーク]

（2005年3月31日現在）�

�

川崎重工業株式会社�

1896年10月15日（創業1878年4月）�

814億円�

神戸本社　〒650-8680　神戸市中央区東川崎町1丁目1番3号�

東京本社　〒105-6116　東京都港区浜松町2丁目4番1号�

取締役社長　大橋　忠晴　�

国内…24〈内工場12〉　海外事務所…7　関係会社…133社�

　�

情報開示の範囲�

対象期間�

次回発行予定�

社　　　名�

創　　　立�

資 本 金 �

本社所在地�

�

代 表 者 　�

事 業 所 �
プラント・�
環境・鉄構�
1,910億円�

ガスタービン・�
機械�
1,413億円�

■事業分野と主要製品・工場�

車両カンパニー�

鉄道車両・土木建設機械�

[主要製品]

[工場]兵庫工場／播州工場�

航空宇宙カンパニー�

航空機・宇宙開発関連機器�

[主要製品]

[工場]岐阜工場／名古屋第一工場／名古屋第二工場�

�

ガスタービン・機械カンパニー�

汎用ガスタービン・ジェットエンジン・�
原動機及び装置�

[主要製品]

[工場]明石工場／西神工場／神戸工場�

汎用機カンパニー�

二輪車・ATV・ジェットスキー・�
産業用ロボット�

[主要製品]

[工場]明石工場�

　公害発生防止装置の開発を行う一方、廃棄物
や汚水処理への取り組みも積極的に行っています。
都市ゴミや産業廃棄物の焼却プラント、ガス化溶
融炉、下水処理・汚泥焼却プラントなど、環境保
全設備を幅広く手がけています。�
　また長年にわたって培ってきた構造技術を用
いて、橋梁製品や東京都庁に代表されるビル鉄骨、
あるいは空港設備や多目的ドームなど、社会基
盤となる鉄構製品を製造しています。構造技術
はまた、LNGタンクや風力発電施設といったエ
ネルギー関連施設の建設にも活かされています。�

環境ビジネスセンター�
鉄構ビジネスセンター�

環境保全設備・各種鋼構造物�

[主要製品]

[工場]神戸工場／播磨工場�

�

（株）川崎造船�

船舶・海洋機器�

[主要製品]

[工場]神戸工場／坂出工場�

�


